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12

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
活
動
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
会
社
を
都
市
再
生
推
進
法
人
と
し
て
指

定
す
る
際
に
求
め
ら
れ
る
政
令
で
定
め
る
要
件
を
、

削
除
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
八
条
関
係
）

13

民
間
都
市
再
生
事
業
計
画
の
認
定
を
申
請
す
る
期

限
を
平
成
三
四
年
三
月
三
一
日
と
す
る
こ
と
と
し

た
。（
附
則
第
三
条
関
係
）

二

都
市
再
開
発
法
の
一
部
改
正
関
係

１

市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
区
域
の
拡
充
等

市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
区
域
に
、
建
築
物

の
容
積
率
の
最
低
限
度
及
び
建
築
物
の
建
築
面
積

の
最
低
限
度
が
定
め
ら
れ
た
特
定
用
途
誘
導
地
区

の
区
域
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
の
二

第
二
号
及
び
第
三
条
第
一
号
関
係
）

市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
区
域
に
関
す
る
耐

火
建
築
物
の
要
件
に
関
し
、
建
築
面
積
が
、
当
該

区
域
に
係
る
高
度
利
用
地
区
等
に
関
す
る
都
市
計

画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
建
築
面
積
の

最
低
限
度
の
四
分
の
三
未
満
で
あ
る
建
築
物
に
つ

い
て
は
、
耐
火
建
築
物
か
ら
除
く
こ
と
と
し
た
。

（
第
三
条
第
二
号
関
係
）

２

個
別
利
用
区
制
度
の
創
設

事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
施
設
建
築
敷
地
以
外

の
建
築
物
の
敷
地
と
な
る
べ
き
土
地
の
区
域
（
以

下
「
個
別
利
用
区
」
と
い
う
。）を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
の
一
一
関
係
）

事
業
計
画
に
お
い
て
個
別
利
用
区
が
定
め
ら
れ

た
と
き
は
、
施
行
者
は
、
施
行
地
区
内
の
宅
地
の

所
有
者
又
は
借
地
権
者
の
申
出
に
基
づ
き
、
当
該

宅
地
を
権
利
変
換
計
画
に
お
い
て
当
該
宅
地
に
対

応
し
て
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
が
与
え
ら
れ
る
べ

き
宅
地
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
〇

条
の
二
関
係
）

権
利
変
換
計
画
に
お
い
て
は
、

に
よ
り
指
定

さ
れ
た
宅
地
の
所
有
者
又
は
そ
の
使
用
収
益
権
を

有
す
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
利
用
区

内
の
宅
地
又
は
そ
の
使
用
収
益
権
が
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

（
第
七
七
条
の
二
関
係
）

３

宅
地
又
は
借
地
権
が
数
人
の
共
有
に
属
す
る
と
き

は
、
そ
の
数
人
を
一
人
の
組
合
員
と
み
な
す
こ
と
に

つ
い
て
、
当
該
宅
地
の
共
有
者
の
み
が
組
合
の
組
合

員
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と

と
し
た
。（
第
二
〇
条
関
係
）

４

都
市
計
画
施
設
の
区
域
を
そ
の
施
行
地
区
に
含
む

市
街
地
再
開
発
事
業
の
う
ち
、
施
設
建
築
敷
地
を
立

体
的
に
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で

定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画
に
お
い
て
、

施
設
建
築
敷
地
の
上
の
空
間
又
は
地
下
に
都
市
高
速

鉄
道
が
存
す
る
よ
う
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
権
利
変
換
計
画
又

は
管
理
処
分
計
画
に
お
い
て
、
施
設
建
築
敷
地
の
都

市
高
速
鉄
道
部
分
に
は
当
該
都
市
高
速
鉄
道
の
所
有

を
目
的
と
す
る
民
法
第
二
六
九
条
の
二
第
一
項
の
地

上
権
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
九
条
の

三
及
び
第
一
一
八
条
の
二
五
の
二
関
係
）

５

施
行
地
区
内
の
権
利
者
等
の
全
て
の
同
意
を
得
た

場
合
に
は
、
特
定
建
築
者
を
公
募
に
よ
る
こ
と
な
く

決
定
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
〇
条
関
係
）

６

施
行
者
は
、
施
行
地
区
内
の
宅
地
の
所
有
者
の
数

が
僅
少
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
一
個
の
施
設
建
築
物
の
敷
地
が

二
筆
以
上
の
土
地
と
な
る
も
の
と
し
て
権
利
変
換
計

画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一

〇
条
の
四
関
係
）

三

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
関
係

特
定
用
途
誘
導
地
区
内
に
お
い
て
は
、
建
築
物
の
容

積
率
及
び
建
築
物
の
建
築
面
積
は
、
特
定
用
途
誘
導
地

区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
建
築
物
の
容
積
率
の

最
低
限
度
及
び
建
築
物
の
建
築
面
積
の
最
低
限
度
が
定

め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
れ
ら
の
最
低
限
度

以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
六
〇
条

の
三
関
係
）

四

都
市
計
画
法
の
一
部
改
正
関
係

都
市
高
速
鉄
道
の
区
域
の
地
下
又
は
空
間
に
つ
い

て
、
当
該
都
市
高
速
鉄
道
を
整
備
す
る
立
体
的
な
範
囲

を
都
市
計
画
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
一
一
条
関
係
）

五

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

５

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
で

き
る
場
合
等

国
外
犯
罪
被
害
者
と
加
害
者
と
の
間
に
親
族
関
係

が
あ
る
場
合
、
国
外
犯
罪
被
害
者
が
正
当
な
理
由
が

な
く
て
治
安
の
状
況
に
照
ら
し
て
生
命
又
は
身
体
に

対
す
る
高
度
の
危
険
が
予
測
さ
れ
る
地
域
に
所
在
し

て
い
た
場
合
、
国
外
犯
罪
被
害
の
発
生
に
つ
き
国
外

犯
罪
被
害
者
に
も
責
め
に
帰
す
べ
き
行
為
が
あ
っ
た

場
合
等
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
し
な
い

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
関
係
）

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
は
、
当
該
国
外
犯
罪
被

害
に
関
し
当
該
国
外
犯
罪
被
害
者
が
業
務
に
従
事
し

て
い
た
こ
と
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
そ
の
他
こ

れ
に
準
ず
る
給
付
金
で
国
家
公
安
委
員
会
が
定
め
る

も
の
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
は
、
支
給
し
な
い
こ
と

と
し
た
。（
第
七
条
関
係
）

６

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
額

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
の
額
は
、
国
外
犯
罪
被
害
者

一
人
当
た
り
二
〇
〇
万
円
、
国
外
犯
罪
被
害
障
害
見
舞

金
の
額
は
、
国
外
犯
罪
被
害
者
一
人
当
た
り
一
〇
〇
万

円
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
八
条
関
係
）

７

裁
定
等

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
を
受
け
る
権
利

の
裁
定
は
、
申
請
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
公
安
委
員

会
（
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。）が
行
う
こ
と

と
す
る
と
と
も
に
、
申
請
の
時
に
お
い
て
日
本
国
内

に
住
所
を
有
し
な
い
場
合
に
申
請
に
基
づ
き
、
裁
定

を
行
う
公
安
委
員
会
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
九

条
第
一
項
及
び
第
一
一
条
関
係
）

申
請
の
時
に
お
い
て
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な

い
場
合
は
、
当
該
申
請
を
行
う
者
の
住
所
を
管
轄
す

る
領
事
官
そ
の
他
最
寄
り
の
領
事
官
（

に
お
い
て

「
領
事
官
」
と
い
う
。）を
経
由
し
て
公
安
委
員
会
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
九
条
第
二
項

関
係
）の

申
請
期
間
を
当
該
国
外
犯
罪
被
害
の
発
生
を

知
っ
た
日
か
ら
二
年
間
又
は
当
該
国
外
犯
罪
被
害
が

発
生
し
た
日
か
ら
七
年
間
と
す
る
と
と
も
に
、
や
む

を
得
な
い
理
由
に
よ
り
当
該
期
間
内
に
申
請
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
理
由
の
や
ん

だ
日
か
ら
六
月
以
内
に
限
り
、
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
九
条
第
三
項
及
び
第
四
項

関
係
）

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
は
関
係
す
る
公
安

委
員
会
に
、日
本
国
外
に
お
い
て
は
領
事
官
に
対
し
、

申
請
に
必
要
な
援
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。（
第
一
〇
条
関
係
）

裁
定
の
た
め
の
公
安
委
員
会
の
調
査
権
限
等
に
つ

い
て
規
定
す
る
と
と
も
に
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
外
務
省
そ
の
他
の
公
務
所
等
に
対
し
、
協

力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三

条
関
係
）

◇
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
法

律
第
七
三
号
）（
警
察
庁
）

１

趣
旨

こ
の
法
律
は
、
国
外
犯
罪
行
為
に
よ
り
不
慮
の
死
を

遂
げ
た
日
本
国
民
の
遺
族
又
は
障
害
が
残
っ
た
日
本
国

民
に
対
す
る
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
つ
い

て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関

係
）

２

定
義「

国
外
犯
罪
行
為
」
と
は
、
日
本
国
外
に
お
い
て

行
わ
れ
た
人
の
生
命
又
は
身
体
を
害
す
る
故
意
の
犯

罪
行
為
を
い
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
一
項
関

係
）「

国
外
犯
罪
被
害
」
と
は
、
国
外
犯
罪
行
為
に
よ

る
死
亡
又
は
障
害
を
い
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第

二
項
関
係
）

「
国
外
犯
罪
被
害
者
」
と
は
、
国
外
犯
罪
行
為
に

よ
り
死
亡
し
、
又
は
障
害（
障
害
等
級
第
一
級
相
当
）

が
残
っ
た
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
を
い
う
こ
と
と
し

た
。（
第
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
別
表
関

係
）「

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
」
と
は
、
国
外
犯
罪

被
害
弔
慰
金
又
は
国
外
犯
罪
被
害
障
害
見
舞
金
を
い

う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
五
項
関
係
）

３

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給

国
は
、
国
外
犯
罪
被
害
者
が
あ
る
と
き
は
、
国
外
犯

罪
被
害
者
又
は
そ
の
遺
族
（
日
本
国
籍
を
有
せ
ず
、
か

つ
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。）に
対

し
、
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
を
支
給
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
三
条
関
係
）

４

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
種
類
等

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
は
、
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰

金
及
び
国
外
犯
罪
被
害
障
害
見
舞
金
と
す
る
と
と
も

に
、
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
遺
族
の
範
囲
及
び
順
位
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
四
条
及
び
第
五
条
関
係
）
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